
２
０
１
４
年
春
闘
の
回
答
指
定
日
で
あ
っ
た
３
月

12日
、

日
立
製
作
所
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
２
０
０
０
円
、
一

時
金
年
間
５
．
６
２
ヵ
月
の
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
日
立
が

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
応
じ
る
の
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前

に
実
施
さ
れ
た
２
０
０
８
年
の
１
０
０
０
円
以
来
６
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
が
、
労
働
組
合
の
要
求
を
大
き
く
下
回
る
低
額

な
回
答
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

電
機
産
業
各
社
の
産
業
別
最
低
賃
金
（

18歳
見
合
い
）
は
、

１
５
０
０
円
引
き
上
げ
で
１
５
万
６
５
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
と
て
も
生
活
で
き
る
賃
金
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

今
春
闘
で
、
日
立
製
作
所
の
開
発
・
設
計
職
の
賃
金
ベ
ー

ス
は
、
約

31万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ベ
ア
は
賃
金

ベ
ー
ス
の
１
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
消
費
税
が
３
％
増
税
さ
れ
８
％
と
な
り

ま
す
が
、
今
回
の
ベ
ア
は
消
費
税
増
税
分
に
遥
か
に
満
た
な

い
も
の
で
す
。
正
社
員
で
さ
え
実
質
賃
金
の
低
下
が
避
け
ら

れ
な
い
経
済
情
勢
で
、
非
正
規
社
員
を
含
め
た
全
て
の
人
の

賃
金
水
準
の
向
上
が
必
要
で
す
。

長
引
く
日
本
の
デ
フ
レ
不
況
の
最
大
の
原
因
は
、
労
働
者

の
賃
金
低
下
で
す
。

さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、

派
遣
労
働
の
全
面
解

禁
と
固
定
化
、
低
賃

金
で
解
雇
し
や
す
い

「
限
定
正
社
員
制
度
」

の
整
備
、
残
業
代
ゼ

ロ
を
ね
ら
う
労
働
時

間
規
制
の
緩
和
な
ど
の

「
雇
用
改
革
」
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
今
年
２
月

に
発
表
さ
れ
た
労
働
運

動
総
合
研
究
所
（
労
働

総
研
）
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
安
倍
「
雇
用
改
革
」
に
よ
っ
て
労
働
者
の
賃
金
は
総
額

で

41兆
９
千
億
円
も
減
少
し
ま
す
（
左
表
）
。
こ
れ
が
実
行

さ
れ
れ
ば
、
賃
金
は
大
幅
に
低
下
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
悪

循
環
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
賃
下

げ
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
が
必
要
で
す
。

今
回
６
年
ぶ
り
に
ベ
ア
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
職
場
で
は

「
２
千
円
で
は
収
入
の
１
％
に
満
た
な
い
」
「
健
康
保
険
の

値
上
げ
に
も
追
い
つ
か
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
立
製
作
所
の
１
週
間
後
に
回
答
が
出
た
グ
ル
ー

プ
会
社
で
は
ベ
ア
の
額
や
一
時
金
の
月
数
に
違
い
が
あ
り

「
う
ち
の
状
況
じ
ゃ
こ
ん
な
も
の
」
「
一
時
金
よ
り
賃
金
ア
ッ

プ
を
期
待
し
て
い
た
が
残
念
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
派
遣

社
員
や
契
約
社
員
・

パ
ー
ト
等
は
、
ベ
ア

や
一
時
金
も
無
い
の

が
現
状
で
す
。
企
業

や
雇
用
形
態
に
よ
る

格
差
を
縮
小
し
、
生

活
で
き
る
賃
金
の
確

保
が
重
要
で
す
。
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もしくは、下記のもよりの連絡先へ

日 立 懇

ＱＲコードに
アクセス！

生活できる賃金で 暮らしと仕事の充実を！

働 き が い の あ る 人 間 ら し い 仕 事 を

企
業

や
雇

用
形

態
に

よ
る

格
差

の
縮

小
を

★もよりの連絡先

茨 城 090-8747-6239 (馬場)

茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )

東 京 090-3534-8626 (谷口)

神奈川 080-5060-7728 (中村)

静 岡 090-9121-0602 (多田)

愛 知 090-4253-1217 (成木)

大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

2222000011114444
春春春春闘闘闘闘

経
済
情
勢
に
見
合
っ
た

賃
金
水
準
の
向
上
が
必
要

大
幅
賃
下
げ
を
狙
う
安
倍
「
雇
用
改
革
」

安安安安倍倍倍倍「「「「雇雇雇雇用用用用改改改改革革革革」」」」のののの施施施施策策策策
賃賃賃賃金金金金減減減減少少少少額額額額

単位:兆円

正社員の「限定正社員」化 14.0

新裁量労働制導入による「無限

定正社員」の残業代削減
10.5

無限定正社員の選別・振るい落

としによる限定正社員化
1.3

非正規労働者増大による非正規

労働者の賃金水準低下
2.9

「名ばかり正社員」の非正規化 0.9

「限定正社員」リストラによる

派遣労働者化
12.3

賃賃賃賃金金金金減減減減少少少少額額額額計計計計 44441111....9999

企企企企業業業業GGGGrrrr 賃賃賃賃金金金金ベベベベーーーースススス 水水水水準準準準改改改改善善善善 賃賃賃賃金金金金ベベベベーーーースススス 水水水水準準準準改改改改善善善善 一一一一時時時時金金金金

日日日日立立立立 309,500 2,000 285,000 2,000 5.62

東東東東芝芝芝芝 311,200 2,000 296,200 2,000 業績連動

ＮＮＮＮＥＥＥＥＣＣＣＣ 320,500 2,000 283,400 2,000 業績連動

三三三三菱菱菱菱電電電電機機機機 310,500 2,000 280,600 1,700 5.74

富富富富士士士士電電電電機機機機 318,700 2,000 290,600 2,000 5.0

ＯＯＯＯＫＫＫＫＩＩＩＩ 300,100 2,000 302,000 2,000 4.5+α

安安安安川川川川 299,790 2,000 286,720 2,000 業績連動

明明明明電電電電舎舎舎舎 319,595 2,000 278,296 2,000 4.7

開発・設計職

基幹労働者

製品組立職

基幹労働者

単位

円・ヶ月

2006年4月分を再掲載



日立の経営施策による事業構造改革

により、日立情IP事業部神奈川事業所で

は、2013年10月1日に日立本体の製

造部門を集約した新会社日立情報通信

マニュファクチァリングを設立しまし

たが、日立本体の社員数百人が新会社

へ異動できない実態となりました。

新会社設立以前の2012年12月に、

サーバ部門の事業縮小に伴う「人材の

適正化」の名の下に神奈川事業所と日

立労組神奈川支部の協定で、数百人に

及ぶ従業員（日立労組組合員以外も含

め）を日立グループ会社10社以上へ出

向させました。出向者は、元の職場と

は全く違う職務に就かされ、慣れない

仕事や、夜勤交代勤務などに苦労し、

また、家族と離れて単身赴任までして

応じてきました。ところが、新会社設

立時期の2013年３月から会社は出向

者に、退職強要まがいの面談を出向先

で行ってきました。「神奈川ルール」

と称して、出向提示は書面でなく口頭

で通知して、職務提示も明らかにしな

い。また、神奈川事業所は神奈川支部

が独自に労使協定をつくり、「元に戻

れる職場はない。出向期限が終了した

ら社外転進して欲しい」と、自己再開

発休職制度の申請と退職願をセットで

ださせるやり方を強行してきました。

日立製作所と日立労組の労使協定か

ら外れて、労働契約法に照らしても違

法なことを、事業所と労組支部が協定

して労働者を自由に退職（解雇）でき

るやり方を日立労組本部が看過してい

るなら、労組本部の役割を放棄したと

言わざるをえません。

日立労組本部は、事業所と支部へ改

善・指導をすべきではないでしょうか。

何何 何何
なな なな
のの のの
？？ ？？
規規 規規
範範 範範
やや やや
人人 人人
権権 権権
方方 方方
針針 針針
っっ っっ
てて てて
？？ ？？

日
立
グ
ル
ー
プ
行
動
規
範
や
日
立
グ
ル
ー
プ

人
権
方
針
を
読
む
た
び
に
、
私
の
職
場
で
教
育

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
こ
と

が
多
い
。
何
が
セ
ク
ハ
ラ
な
の
か
？
何
が
パ
ワ

ハ
ラ
な
の
か
？
何
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

な
の
か
？
職
場
ご
と
に
、
チ
ー
ム
ご
と
に
話
し

合
い
、
小
さ
な
問
題
が
小
さ
な
う
ち
に
解
決
出

来
た
な
ら
、
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
う
。
何
よ
り

も
、
今
ま
で
良
か
れ
と
思
っ
て
や
っ

て
い
た
こ
と
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
に
繋
が
る
こ
と
だ
と
気

が
つ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

（
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

清
水
）

安安 安安
定定 定定
しし しし
たた たた
体体 体体
制制 制制
のの のの
構構 構構
築築 築築
をを をを

最
近
、
、
他
の
会
社
と
統
合
や
、
合
弁
さ
れ

る
こ
と
が
他
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
他
の
日
立
関

連
の
事
業
所
を
含
め
、
多
い
と
感
じ
る
。
確
か

に
、
市
場
が
飽
和
状
態
で
、
こ
れ
以
上
の
利
益

拡
大
を
進
め
る
に
は
、
他
会
社
と
合
従
連
衡
し

な
い
と
実
現
で
き
な
い
事
情
は
よ
く
わ
か
る
。

た
だ
し
、
会
社
が
変
わ
れ
ば
、
社
名
変
更
に
関

係
す
る
業
務
が
増
え
る
。
ま
た
、
弱
肉
強
食
的

な
事
業
再
編
も
行
わ
れ
、
大
規
模
な
配
置
転
換

も
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
の
費
用

も
発
生
す
る
し
、
手
間
が
か
か
る
。
そ
こ
ま
で

し
て
や
る
こ
と
な
の
か
？
そ
れ
よ
り
も
、
体
制

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
優
先
で
は
？
と
思
う
。

（
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
清
水
）

出出 出出
向向 向向
をを をを
スス スス
トト トト
ッッ ッッ
ププ ププ
！！ ！！
しし しし
たた たた
いい いい

昨
年
に
続
く
一
部
保
守
事
業
の
グ
ル
ー
プ
会

社
移
管
に
よ
り
、
職
場
の
仲
間
が
４
月
か
ら
子

会
社
へ
出
向
に
な
り
ま
す
。
出
向
期
間
は

10月

ま
で
で
す
が
、
そ
の
後
は
子
会
社
へ
転
属
す
る

よ
う
に
既
に
上
司
か
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
次
々
に
保
守
員
が
子

会
社
へ
と
出
向
・
転
属
さ
れ
て

い
く
状
況
に
将
来
へ
の
不
安
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
が
職

場
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

業業 業業
績績 績績
悪悪 悪悪
化化 化化
はは はは
誰誰 誰誰
のの のの
責責 責責
任任 任任
？？ ？？

業
績
悪
化
の
為
「
固
定
費
の
適
正
に
向
け
、

人
員
及
び
人
件
費
見
直
し
が
必
要
不
可
欠
」
と

の
理
由
で
、

40歳
以
上
の
社
員
と
シ
ニ
ア
社
員

の
早
期
退
職
者
募
集
が
２
月
に
行
わ
れ
た
。
応

募
者
の
殆
ど
は
シ
ニ
ア
社
員
。
募
集
人
員
に
達

し
無
か
っ
た
の
か
、
派
遣
社
員
や
パ
ー
ト
さ
ん

も
馘
首
。
働
く
人
達
か
ら
は
、
そ
の
場
凌
ぎ
の

会
社
の
施
策
に
「
一
段
と
や
る
気
を
削
が
れ
る
」

「
不
信
感
や
不
安
を
増
長
す
る
」
「
ベ
テ
ラ
ン

が
辞
め
、
負
担
と
混
乱
だ
け
が
残
る
」
「
人
身

御
供
だ
責
任
を
取
れ
」
等
々
。
業
績
悪
化
の
付

け
を
い
つ
も
俺
達
弱
い
立
場
の
者
に
押
し
付
け

る
と
怒
り
、
消
沈
。
今
の
世
相
を
反
映
し
「
不

安
な
社
会
に
脅
え
な
が
ら
の
生
活
に
、
こ
れ
で

良
い
の
か
会
社
及
び
日
本
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す

声
が
多
く
聴
か
れ
た
。

（
日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
）

派派 派派
遣遣 遣遣
社社 社社
員員 員員
のの のの
出出 出出
向向 向向
はは はは
違違 違違
法法 法法

派
遣
労
働
者
が
出
向
扱
い
で
働
い
て
い
る
と

い
う
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
最
近
、
派
遣
法
の

制
限
（
「
専
ら
派
遣
」
、
受
入
期
間
の
制
限
）

や
「
偽
装
請
負
」
を
逃
れ
る
た
め
に
、
派
遣
で

は
な
く
、
自
社
の
社
員
同
様
に
指
揮
命
令
で
き

る
雇
用
形
態
と
し
て
「
偽
装
出
向
」
が
登
場
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
出
向
は
、
自
社
の
社
員
に

限
り
可
能
な
、
企
業
間
の
契
約
形
態
で
す
。

「
偽
装
出
向
」
と
は
、
実
態
は
労
働
者
派
遣
で

あ
る
の
に
出
向
の
形
を
と
っ
て
労
働
者
を
就
業

さ
せ
る
こ
と
で
、
違
法
派
遣
で
す
。

（
日
立
・
大
み
か
）

全全 全全
体体 体体
にに にに
波波 波波
及及 及及
すす すす
るる るる
形形 形形
のの のの
春春 春春
闘闘 闘闘
をを をを

春
闘
の
交
渉
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
今
年
の

春
闘
で
は
、
去
年
ま
で
と
異
な
り
、
二
〇
〇
〇

円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
。
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
は
、
成
果
に
よ
っ
て
個
人
個
人
で
異
な

る
一
時
金
と
異
な
り
、
極
め
て
、
公
平
性
が
高

い
と
感
じ
る
。
た
だ
し
、
社
員
だ
け
の
賃
金
が

上
が
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
。
会
社
の
利
益

に
貢
献
し
て
い
る
の
は
、
社
員
だ
け
で
は
な
く
、

派
遣
社
員
、
期
間
社
員
、
請
負
会
社
、
外
注
先

な
ど
多
岐
に
渡
る
総
合
的
な
力
の
結
集
の
結
果

だ
と
感
じ
る
。
力
を
結
集
し
て
い
る
関
係
者
全

体
に
波
及
す
る
よ
う
な
形
の
春

闘
を
期
待
し
た
い
。

（
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

僕僕僕僕のののの職職職職場場場場ははははトトトトッッッッププププダダダダウウウウンンンン
僕の職場は典型的なトップダウン方式です。 逆に下

から上への意見はほぼ通りません。それゆえに職場の同僚たちは

みな「何を言っても無駄」と一様に諦めの雰囲気を漂わせていま

す。僕自身もここに勤めて長くなりますが、ひたすら命令に従い続 ける

生活の中で 「自分で考え行動する」力が弱まったように感じています。

言われないと動けないような人間になるのはまずいと思いつつも…。な

んとかしなければと思う今日この頃です。

投
稿

歓
迎

このコーナーへの投稿をお待ちしています。Eﾒｰﾙ:info@hitachikon.netにどうぞ！！

事業構造改革で
問われる支部協定

～日立労組本部は支部への指導を～


